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本調査研究の概要 

縄文人は，糸魚川からフォッサマグナに入り込み，北アルプスの山々を仰ぎながら進み，

諏訪湖周辺にたどり着きました．そしてさらに八ヶ岳連峰の南部まで前進し，そこに広大

な緩斜面地に集落をつくったのです．縄文人は回廊としてフォッサマグナを使いました．

おそらく，八ヶ岳火山は長い休止期に入っていたのでしょう．その広大な緩斜面の南側に

は，南アルプスの甲斐駒ヶ岳が，ちょうど神々が住まう山として聳え，縄文人は目の前の

駒ケ岳を畏敬の念をもって眺め，毎日を暮らしていたかもしれません．そして，その周辺

には野生の山ブドウなどが豊富に採集できたでしょう．山ブドウはいつの間にか発酵して

果実酒になったのです．彼らは果実酒を飲んで，山の神々と交流することを覚えました．

その後，水稲栽培の知識を持った弥生人（倭人）が縄文人にとって代わりました．弥生人

は米から口咬み酒を醸造し，日本酒の原型をつくりました． 

一方，山梨は中央に甲府盆地を有する独特な大地形フォッサマグナを有しています．これ

は山梨が豊富な清水を湧き出すことに繋がります． 

今回の調査研究で，類まれな山梨の地形と地質が清らかな水をはぐぐんだことが明瞭にな

りました． 

具体的に述べると， 

１）地形的要因として山

地に囲まれた甲府盆地の

存在があげられ，盆地に

流れ込むことで清水が出

来上がること（漏斗状の

地形） 

２）地質的要因として火

山灰層（八ヶ岳火山や富

士山）と真砂土（甲府花

崗岩体）がつくりだす清

水であること（南部フォ

ッサマグナの地質） 

になります． 

清水は、米、麹とともに、重要な原料です。 

 

  



5 

 

 

第一部 地質学者が語る 山梨の水－酒の源流 

久田 健一郎 
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まえがき－地球・生命の進化とともに生まれたアルコール 

本報告書は，山梨県の水を地質学の立場で見直してみようという試みです．地質学は一

般に有史以前を扱う学問ですが，ここでは日本文化の最高傑作ともいえる日本酒と地質学

の接点を追究します．まずアルコールはいつ頃地球上に現れたのでしょうか．実は，46 億

年前の惑星地球で生命が誕生し，38 億年前以降の生命の進化とともに発酵があったといっ

てもよいのです．広辞苑では「発酵」とは「一般に，酵母・細菌などの微生物が，有機化

合物を分解してアルコール・有機酸・炭酸ガスなどを生じる過程．」と説明しています．

すなわち，糖質が微生物によって酸素の関与なしに分解する現象で，分解してできたもの

がアルコールとなります．惑星地球にとっては，その誕生以来続いた無酸素状態から，

「現在の大気中の 21％の酸素」になるまでの過程で，重要な役割を果たしたのが，この発

酵です． 

生命（原核生物）は地球史の初期，直接の証拠はありませんが，35 億年前までに誕生し

たと考えられています．そして原核生物は真核生物に進化したと考えられていますが，詳

しいことは分かっていません．真核生物は，その確からしい証拠がおよそ 14 億年前の岩

石から見つかっています．原核生物をつくる原核細胞は 0.2～1µm と小さく，細胞核がな

く，酸素を嫌い細胞膜で呼吸と光合成を行いました．一方，真核生物をつくる真核細胞は

1～10µm と大きくなり，細胞内の小さな細胞小器官で呼吸と光合成を行いました．真核細

胞は酸素を利用して，代謝（生体内で生じる全ての化学変化とエネルギー変換のこと）機

構を備えた生物です．そしてこれらの単細胞生物から 6 億年前に多細胞生物が進化しまし

た．このように無酸素から現在の酸素レベルまでに達する過程で，生命の進化が実現した

のです．見方を変えると，エネルギー革命とも呼ばれる酸素を活用した生命の営みが生命

の進化をもたらしました（ランゲミューアー＆ブロッカー，2014）．その無酸素状態から

の第一歩がアルコール発酵なのです．それは，惑星または太陽のエネルギーを利用して，

自分自身の食物を作ることを可能にしました． 

二酸化炭素＋水素＋太陽エネルギー →  グルコース（炭水化物）＋水 

これは嫌気性細菌による光合成であり，このように生成されたグルコースは，代謝され，

ATP（アデノシン三リン酸）を生じます． 

グルコース → エタノール＋二酸化炭素＋2ATP   

これはまさに発酵になります（酸素を発生していなことに注目）．ここで，ATP とはエネ

ルギーで満たされた分子で，一方エタノールはたまたま生じた「廃棄物」のようなもので

した． 

その後酸素発生型光合成，そして酸素を活用する仕組みが出来上がり，18 倍もの ATP を

生み出すことが可能になりました． 

グルコース＋酸素 → 二酸化炭素＋水＋36ATP 

これは生物にとって，エネルギーに満たされた分子を生産するということで大変有難い仕
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組みで，約 6 億年前の多細胞生物の発生につながったのです．そしてその生物の進化とし

て我々人類が生存しているのです． 

ところで，原核生物は私たちの体に何十億も生息しており，一人の人間の表面に生息す

る原核生物の数は，地球の全人口よりも多いとされています．このような，生命史最初の

頃の記憶が今生きている私たちに残っているのですから，アルコール発酵したものをした

ためることは当然なことであるかもしれません． 

 

私たち人類は，ホモ・サピエンスと呼ばれています．ホモ・サピエンスの出現はおよそ

30～20 万年前の東アフリカといわれており，そこから現在の世界のように，あらゆるとこ

ろで生活を営む「ヒト」に拡散していったのです．ところで，山梨県から長野県にかけて

の八ヶ岳山麓は縄文人の活躍の場でした．とくに約 5,000 年前の縄文中期の時代は，芸術

性に優れた土器文化を築き上げました．しかもその当時，すでに「酒」文化の胎動があり

ました． 

 

ここでは「酒」は，エタノールを意味します．エタノールは「アルコール」の慣用名で，

国際化学命名法の呼び名であるエチルアルコールのことです．紛らわしい呼び名で知られ

るメタノールは劇物指定されています．またここで使用する「酒」は日本酒とは限りませ

ん．本報告書では，山梨県が「酒」の源流に相当するのではないか，という視点でお話を

進めていきます． 

  

 

神と縄文人と中部高地―日本の酒文化の源流 

2018 年度に「星降る中部高地の縄文世界─数千年を遡る黒曜石鉱山と縄文人に出会う旅

─」（山梨・長野県）が日本遺産に認定され，両県における黒曜石を通した物流と交流に

よって培われた我が国の縄文文化を代表する遺跡や土器・土偶といった文化財が評価され

てきました．出土した土器や土偶はおびただしい数になり，縄文生活の繁栄した様子がう

かがわれます．それではなぜ長野県諏訪湖から甲府盆地のかけての地域に縄文時代の遺跡

が集中したのでしょうか． 

この遺跡の集中した様子は，縄文時代の人口密度の研究からも窺い知れます．川幡

（2009）は，縄文時代中期には，長野，岐阜，山梨県の中部地方は 100 ㎞ 2 当たりの人口

は 200－300 人，茨城，栃木，群馬，埼玉，東京，神奈川，千葉県の関東地方は 300－450
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人のデータを示しました．そして縄文時代の西日本と東日本の人口密度の違いに触れ，前

者は後者の 10 分の 1 にも満たないことを指摘しています． 

この西日本と東日本の人工密度の差は何に依存しているのでしょうか．縄文時代の人々

が狩猟採集生活を営んでいたことは間違いないので，山岳地が広く広がる東日本の中部地

方で人口密度が高くなるとする理由があることは理解できます．そのほかに理由はないで

しょうか． 

ここで，日本遺産「星降る中部高地の縄文世界」に焦点を当て，「酒－神々－山並み」

というシナリオの流れを想定しました．この流れに沿って，酒の源流を中部高地に求めて

みたいと思います．まずは，縄文時代の神々です． 

 

どのようにして精霊信仰（アニミズム）や神がうまれたのか 

中沢（2021）は，考古学者のジャック・コ―ヴァンによる「象徴革命」に紹介された

神々の誕生のいきさつを次のように述べています． 

考古学者のジャック・コ―ヴァンは，これらの神々は農業革命に先立って人間の心の

内部で実現されていたに違いない「象徴革命」によって生み出されたものと考えてい

る． 革命といっても，旧石器時代の飛躍のとき形成された進化した脳の神経組織は

そのまま変わらない．ただその使用法が変わるだけである．心の内部に起きた象徴革

命では，現実と象徴のつながりを自由にして，そこに乖離を発生させるのである．象

徴は現実をただ映し出すのではなく，現実に「意味」という利子を付けて，象徴に増

殖させる．このとき人間は，世界が意味によって豊かに増殖していけることを見出

し，そのこともあらわすかのように，新しい神々の像をつくり始めた． 

さらに中沢氏は，以下のように述べています． 

ところが象徴革命が起こって，この世界は増殖できると人間は考えられるようになっ

た．増殖はまず意味の領域で起こって，私たちのよく知っている「宗教」なるものを

つくりだし，それを引き続いて生産の領域では農業革命が実現されることになっ

た．・・・ 

前掲の年表を見てお分かりのように，縄文時代の開始は暦年換算で約 16,500 年前に遡り

ます．典型的な水田耕作が始まる弥生時代が始まるまでの約 13,000 年以上にわたる期間で

す．日本列島が最も寒い時期を迎えたのは約 23,000 年前で，今よりも約 7℃低くなったと

いわれています．そして約 10,000 年前から，地球の気候は急激に暖かくなって海面は急上

昇し，6,000 年前には，今より数メートル高くなりました（縄文海進）． 

一方山梨県下で最も縄文文化が繫栄していたのが，縄文時代中期といわれています．と

いうことは縄文時代の温暖な時期に，狩猟生活をしながらここ中部高地まで移動してきた

ことになります．そして狩猟生活をしていた縄文人は，アニミズム（精霊）の先宗教観を

有していたと考えられます．ところが象徴革命を受けて縄文人は精神構造に変革が起こり



9 

 

ました．それは心の拠り所ともいうべき今までになかった精神的余剰が生まれてきたので

す．ここに神が生まれたのでした． 

 

縄文時代の高くユニークな芸術性と酒の源流 

中部高地の縄文時代中期の遺跡から，高い芸術性を持ち，さらには果実酒の醸造に使用

された土器群が見出されています．それまでにない縄文世界の崇高な文化の礎が感じられ

ます．そして中部高地の縄文人の高くユニークな芸術性と酒の源流は，切っても切れない

関係性があることが推察されます． 

高くユニークな芸術性に関して，前述の中沢氏は以下のように述べています． 

狩猟採集の世界では，人間は自然の循環過程に包み込まれるようにして生きている

から，この循環過程を大きく逸脱する過剰や増殖は起こらないようにコントロールさ

れていた．象徴革命のおかげで既に縄文人の心も増殖性をはらんだ構造に改変されて

いたが，その増殖や過剰はもっぱら祭儀や芸術表現の領域で費やされた．その祭儀と

芸術を結合するものとして，土器の表面にあの見事な造形が施されたのである．縄文

土器の類を絶した自由奔放な高い表現力は，縄文人が組織的な農業を行わなかったこ

とと結びついている．そのことを暗示するように，「農業をおこなう新石器人」であ

る弥生人が日本列島に広がっていくと，縄文土器の奔放な創造性は消え失せていって

いる 

 

このように中沢氏は，中部高地の縄文人の自由奔放な高い表現力を有していたことを指

摘しているのです．その証拠は出土する縄文時代中期の土器に見出すことができます． 

深鉢形土器，人体文土器，有孔鍔付土器，水煙文土器，鉢形土器，台付鉢形土器，人面

装飾付土器，顔面装飾付深鉢形土器，顔面装飾付釣手土器，出産文土器・石棒，釣手土

器，褶曲文土器，大型深鉢土器，顔面装飾付土器，顔面把手付深鉢，顔面把手付土器，人

体文様付有孔鍔付土器，土偶装飾付土器，人面付水煙把手土器，塔状把手土器，蛇体突起

付深鉢や土偶の集合，円錐形土偶など多彩な主に縄文時代中期の出土品が「縄文アートを

旅しよう！日本遺産星降る中部高地の縄文世界」（三輪，2022 監修）で紹介されていま

す．まさに表題の縄文アートのタイトルに相応しい，独創性，芸術性の高さは目を見張る

ものがあります． 

ここで注目されるのは，有孔鍔付土器です．この有孔鍔付土器に関しては，その用途に

関してさまざまな見解が示されていますが，最も可能性が高いのは酒道具といわれていま

す（山梨県立考古博物館，1984）． 

以下は，山梨県考古博物館特別展示の解説版で記述された内容を引用します． 

“酒道具としての有孔鍔付土器” 
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有孔鍔付土器が酒造具と考えられるきっかけとなったのは，この土器中の中から

山ぶどうの実らしき炭化物が検出されたこと，および特異な器形である．口縁部

の小孔は，いかなる緊縛孔でもなく，発酵の際のガス抜き孔と考えられた．口縁

が平坦であるのは蓋受けで，これは，できる限り，内部を密閉状態にする必要が

あったためである．このように内部を密閉し，なおかつ外気の入り得る状況（小

孔）を作り出すという，相反する条件が必要となるのは発酵だけである．鍔は，

穿孔によって弱くなった部分を補強するため，顔料は水分の亡失を防ぐためと考

えられた． 

 

 一定の保温を意識したものと考えられ，この状態も，発酵を促進させるための

一つの条件となるものである．また，内部の黒変も，酒造実験では同様な結果が

得られた． 

小孔や鍔については，前述したように意識化されての存在であり，実用的でない

ものとなる． このように，有孔鍔付土器の属性から，酒道具と考えることが妥

当である．この土器によって造られた酒は，蜂蜜などによる補糖が行われていな

いとすれば，現在の酒に比べ ，はるかにアルコール分の低いものであったと考

えられる．それでも，他にアルコールを知らない縄文人にとってみれば，酔いが

まわったことであろう．「祭り」のとき，充分な効果をもたらしたと想像され

る． 

 

このように有孔鍔付土器は，山ブドウなどの果物類の発酵を目的として，使用されてい

たことが窺われます．ここで，縄文時代の「祭り」というのはどのような意味があったの

でしょうか．それを確かめる証拠はないというのが実情ですが，考古学的見地から推測が

できます． 

 

神々と酒のつながり 

それでは，神々と古代人の酒を通しての付き合い方はどのようなものであったのでしょ

うか．小泉（2012）は「食べるということ」という彼の著書で，「何のために神様にお酒

を捧げるのか それは願い事を聞いてもらうためです．・・・ しかし，手ぶらでお願いし

たのでは，神様だって耳を傾けてはくれないかもしれません．・・神様が喜ぶような贈り

物が必要になります．・・・そうだ，お酒だ．」ということであり，「神様も喜ぶけれど，

やはり人間も飲めば喜びを感じます．しかも，お酒を飲んだ時の気分は，平常時には味わ

うことのできない高揚感や心地よさをともないます．」と述べています．また同氏の著書

「日本酒の世界」では，以下のように述べている． 
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原始社会において衣，食，住の知恵を身につけると，生活上の必要性や仲間意識から

次第に集落に集まって生活するようになり，そこに原始的な国家の形成をみる．この

集団生活がさらに組織化されると，「神」という絶対的シンボルを中心に祀りあげて

結束をはかるという経路をたどるのが常である．何事をするのも神の前で祈り，誓

い，そして畏敬をもって感謝し，生贄を供えてその恩返しをした． 

そんなときにタイミングよく酒が登場すると，それまで経験しなかった陶酔感を味

わうことになる．現実を超越する神秘を捉えて，わずかな間だが一歩神に近づいたと

錯覚すら起こしてしまうのである．するとしばしば神－宗教的儀礼－酒を結びつける

ことになり，神に供えていた生贄や血は酒に変るのである． 

このように，縄文人は親族で形成された集落から始まって，陸稲栽培や水稲栽培に至る

過程で，精神性の高まりといえる象徴的な神々を作り上げていったのです．その際に，酒

の酔いという神秘的な感覚が神々との一体感を感じさせていたのでした． 

 

縄文人と倭人のフォッサマグナ移入 

それでは，なぜ日本列島の内陸奥深い中部高地に古代人は引きつけられたのでしょう

か．なぜ古代人は内陸，内陸をめざしたのでしょうか．それは，山の神との出会いを求め

ていたのではないでしょうか．そしてそこには，古代人を引きつける風景論（ランドスケ

ープ）があったのではないでしょうか．前述の中沢氏は以下のように述べています． 

しかし，富山湾から糸魚川にたどり着き，そこに中央地溝帯（久田注；学術的正確な

名称はフォッサマグナで，大地溝帯という意味）の作り出した大渓谷が，内陸の奥へ

奥へと続いているのを見たとき，一瞬もひるまなかったアズミ（久田注；中沢氏が唱

える日本海側から安曇野方面に移り住んだ倭人）が果たして何人いただろうか．この

奥にさらに進んで，海に出会うことはないかもしれない．漁のできる大きな湖がある

とは限らない． 

 

結局，水稲耕作を行う倭人は信州まで，フォッサマグナと呼ばれる大地溝帯を辿って到

達します．これを中沢氏は北コースと呼んでいます．そして，この他に太平洋から天竜川

を遡る南コース，伊勢湾から尾張や岐阜を抜けてくる木曽路コースの存在が知られていま

す．この太平洋側から内陸に向かって内陸に進む古代人は，中沢氏によれば，魚採りを基

づいた狩猟生活をしていました．そのことについて中沢氏は以下の様に記述しています． 

中央地溝帯に入り込んで以来，海人たちが目にするのは，形こそ神奈備＊の理想的モ

デルそのものであるけど，今まで見てきたものとは桁違いに巨大な峰々の連続であっ

た．北アルプスのように 3,000m 級の高山が連なる，長大な山嶺を，彼らはそれまで

見た事がなかった．中でも 3,190m の標高を誇る穂高岳の美しい山容は，際立ってい

た． 
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【久田注 ＊古代において神霊の鎮まる場所で，小山や森のようなところ】 

 

倭人は上高地に入り込んでいました．その風景は湖水とそれを囲む山々に南方系出身の

彼らには，たまらない魅力があったのかもしれません．そして，諏訪湖とその南方にある

山々に，海と山という心の拠り所を見出したのでしょう．さらに彼らは，フォッサマグナ

という回廊を進むことになります．そして八ケ岳山麓の広大な緩やかな傾斜地に達しまし

た．ここからさらに南東へ甲府盆地，そして富士川流域（正確には早川流域）を走る糸魚

川―静岡構造線を西縁とするフォッサマグナという日本列島を横断する大地溝帯をなぞる

ようにして進んできたのです． 

このような移入は何も倭人に限ったことではありません．すでに中部高地の縄文時代の

遺跡群が示すように，倭人に先んじて縄文人が先住民として彼らの生活を営んでいまし

た．ということは，縄文人も倭人と同じように精神的な働き掛けで，フォッサマグナの移

入があったのではないでしょうか．すなわち，中部高地という八ヶ岳山麓の縄文中期の大

集落群は，フォッサマグナという回廊があったからこそ出来上がったのではないか，そし

てそこに集う人々が八ヶ岳と対峙する南アルプスの名峰甲斐駒ヶ岳に圧倒され，しかもそ

の神秘性に心を揺さぶられて神の存在を信じ，酒づくりを始めたのではないでしょうか． 

金生遺跡からの甲斐駒ヶ岳の眺望 

 

その圧倒感は地形断面図でも理解されます．下図の 5 枚の地形断面図のうち，最下図が南

八ヶ岳と甲斐駒ヶ岳を通る断面図になります．各図の左寄りの高地が北アルプスや南アル

プスになります．ここで目を引くのが最下図です．そこには一段と見上げることになる甲
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斐駒ヶ岳があり，そして北側には南八ヶ岳がつくる，遮るものがない雄大な緩斜面があり

ます．ここに縄文人が集落をつくるのは至極当然のように思えます． 

 

世界唯一のフォッサマグナ－縄文大回廊 

以上述べてきた日本海側の糸魚川から松本盆地，そして諏訪盆地の経路が，山梨県の中

部高地の繁栄に一役買った可能性があります．それは最初の定住者の侵入通路であり，ま

た姫川のヒスイなどの物質搬入路となったのでしょう．すなわち中部高地で育まれた縄文

文化，強いては神々との交流を生み出した酒の誕生が「酒文化の源流－山梨」を想起させ

るのです． 

フォッサマグナは日本列島の一級の大地形であり，その形成は過去数千万年間にわたる

日本列島の地質構造の発達史に関わる問題でもあります．これからは，フォッサマグナの

地形地質が更なる上等な酒仕込み水を生み出す一因になったことを，地質学者の立場で紹

介します．それでは，まずフォッサマグナの発見から始めましょう． 

フォッサマグナの発見者であり名付け親は，明治時代のお雇い外国人の一人，ハインリ

ヒ・エドムント・ナウマンでした．彼は最終的には，東京帝国大学の地質学教室の教授と

なりました．発見した当時の日記（1875 年 11 月 13 日）には以下のように書かれていま

す．この日は，長野県野辺山の獅子岩から山梨県須玉方面に下る行程です． 

 

（地形断面図は「地理院地図（電子国土 Web）」のツールで作成） 



14 

 

私は幅広い低地に面する縁に立っていた．対岸側には，3000m あるいはそれ以上の巨

大な山々が重畳してそびえ立っていた．その急な斜面は鋭くはっきりした直線をなし

て低地へ落ち込んでいた．その山麓に沿って， 一筋の流れが北西から南東へ走って

いるに違いないことは，疑いないところであった．左の方には，我々が越えてきた山

地から低地に向かって，枝尾根と横尾根が突き出ていた． 南南東の彼方には，巨大

な富士山が空高くそびえていた．その時，私は，自分が著しく奇妙な地形を眼前にし

ていることを十分に認識していた．とはいうものの，それが，島弧を完全に横断して

走る溝のような土地であって，そのど真ん中から多数の火山，なかでも日本最大の火

山 富士山を生み出していること 火山という寄生物を抱えた長大な横断低地が，造山

過程をとおして生じたということ，そういうことについては，なお思い浮かべること

もできなかった（矢島道子，2019）． 

日本列島中央部を横断する地形は，まさに大地溝帯と呼ぶに相応しいものなのです． 

 

縄文大回廊としてのフォッサマグナ 

前述のように，日本海側糸魚川から，諏訪湖を抜け甲府盆地にかけ，富士川に沿いを南

下して静岡に至る地帯がフォッサマグナになります．中央高地はフォッサマグナ中央の西

端にあります．しかも厳密な地質学的意味でフォッサマグナの西縁は糸魚川―静岡構造線

（以降，糸静線）と呼ばれる逆断層で仕切られています．逆断層は，新しい地層の上に古

い地層が覆うように岩石がずれる現象ですが，その結果，糸静線の西側は古い地層からで

きた山地が形成されます（南アルプスの形成は後述）．東側は新しい地層が拡がっていま

す． 

それではフォッサマグナの東縁はどこになるでしょうか．これが大変難しい問題なので

す．現在のところ，新潟県柏崎市と千葉市を結んだ柏崎－千葉構造線ではないかと考えら

れています．ただし，関東地方の柏崎－千葉構造線は関東平野をつくる地層で広く覆われ

ているので，はっきりわからないのが実情です． 

仮に糸静線と柏崎－千葉構造線の間をフォッサマグナとすると，その幅は 50 ㎞～200 ㎞

にもなります．そしてその内部には，関東山地という大きな古い地層からできた地塊（山

地）があります．しかもこの関東山地の地層の伸びの方向は，糸静線の西側と東側で異な

るのです．中部地方から東北地方にかけての地質図をみると，関東山地では地層の伸びの

方向は北西から南東ですが，その両側では地層の伸びはほぼ南北です．これはちょうど N

字のような形態をしています．そして，N 字の左の I の部分が日本の屋根といわれる南ア

ルプスの山並みに相当します．もうひとつの右の I の部分は，柏崎－千葉構造線を越えた

上越の山並みになります．また右下がりの斜線が関東山地になります．縄文大回廊といわ

れる部分は，N 字の左の I の部分になります． 
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フォッサマグナのでき方とは 

フォッサマグナはどのようにしてできたのでしょうか．フォッサマグナの地帯は，長野

県の松本あたりを境に，南部と北部に分かれています．北部フォッサマグナと南部フォッ

サマグナと呼ばれています．北部フォッサマグナの構造発達史は以下のようになります． 

高野・中島（2019）によれば，約 16～約 12.5Ma（Ma とは百万年前という意味）のス

テージ１，約 12.5～6.5Ma のステージ２，約 6.5～１Ma のステージ 3，１Ma 以降のステ

ージ 4 に分かれています．そしてステージ１～２は日本海形成の割れ目形成と形成後の時

期（いずれも展張場；大地が大きく引っ張られた状態），ステージ 3 では反転テクトニク

スによる圧縮の時期，ステージ 4 は現地形の顕在化の時期になっています．松本を扇頂と

したやや細長い日本海に向いた扇形（信越堆積盆）をしています．この信越堆積盆には，

主に中央隆起帯（関東山地を含む）からと飛騨山地（北アルプスを含む）地帯から，砕屑

物が流れ込んでいました． 

一方，南部フォッサマグナではその様子がかなり異なっています．すなわち北部フォッ

サマグナが日本海形成に伴った割れ目に関係した地殻変動とすれば，南部フォッサマグナ

は少なくとも 2 回の火山島衝突によってできた地帯といえます． 

松本から諏訪湖，そして甲府盆地へ，さらに南の富士川流域に地域は，南部フォッサマ

グナの範囲内でも西半部にあたります．この地帯には，伊豆半島，箱根火山や富士山，丹

沢山地－御坂山地－巨摩山地，八ヶ岳連峰が含まれます．このうち伊豆半島，丹沢山地－

御坂山地－巨摩山地はフィリピン海プレート上のかつての火山島群であったと考えられて

おり，それらが本州弧側に衝突し，本州弧側に取り込まれました（衝突付加といいま

す）．このような地質学的できごとを，甲府盆地南側の御坂山地を中心に時系列的で並べ

ると，以下のようになります． 

 

【相模湖付加体時代（約 3000 万年前）】（北部フォッサマグナのステージ０に相当） 

桂川支流の笹子川の南岸に広く分布する地層は笹子層と呼ばれています.この地域を広く

調べた Yagi（2000）によれば，笹子層は頁岩や砂岩，凝灰岩からできており，これらの地

層は，海溝で堆積した約 3000 万年前の漸新世海溝充填堆積物とみなされます.Yagi

（2000）は，船橋沢から始新世の放散虫化石を見出しましたが，保存状態が悪く，リワー

ク（再食）の化石と結論付けました.その結果，Yagi （2000）は，高橋・石井（1993）が

笹子駅南方や県営黒野田林道から産出報告した放散虫化石年代の漸新世が笹子層の堆積年

代としました.相模湖付加体は，まだ日本海は形成されておらず，現在の日本列島はアジア

大陸東縁に“付着”した状態でした．どのようにして日本海ができたのでしょうか．この日

本海のでき方が，縄文大回廊となったフォッサマグナのでき方を決定づけました． 

なお環伊豆地塊蛇紋岩帯（荒井，1994）の蛇紋岩は約 3000 万年～1500 万年前に伊豆小

笠原弧が拡大したときにできた四国海盆の下にあった上部マントルを作るかんらん岩が，
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プレート境界付近に上昇してきたもので，その後日本海が形成・拡大に伴って本州側に付

加したと考えられています. 

それではどのように日本海は形成されたのでしょうか．いくつかの説が提唱されてきま

したが，ここでは，志岐・立石（1991）によるフォッサマグナ・オラーコジン説を紹介し

ましょう．オラーコジンとは 1940 年代ソ連の地質学者が使用していた「溝状の断層盆

地」のことです． 

フォッサマグナ・オラーコジン形成史では以下のように説明されています． 

１）23 Ma よりも前に，マントル・アセノスフェア（プレート直下の比較的脆弱な部

分）の上昇，貫入があり，現日本弧や日本海中の大陸地殻断片を含む広範な地域の地

表がドーム状（あるいは，やや細長い形のドーム状）に隆起した． 

２）その結果，地殻を放射状および大陸縁に並行的に割る開裂が生じ，さらにリフト

（直線状の大規模裂け目）化した．マントル物質がここから地表に流出した． 

これらのリフトの中に，現グリーンタフ地表のリフト群と，フォッサマグナのリフト

があった． 

３）これらのリフトのうち，より内側のものは，その後，開いて日本海の海盆群をつ

くった．これに関係して 22～15Ma の間に東北日本は反時計回りに回転し，西南日本

は並行移動した．また 15 Ma 前後には，西南日本の急速な時計回りの回転が起こっ

た．グリーンタフ地域（日本海形成期の火山噴出物が拡がる地域；岩石は緑色を呈す

る）やフォッサマグナのリフトトラフ（溝状の大地形）も，むしろこの時期にあらた

めて深化している．    

４）しかし，15Ma を過ぎると，多量のマントル物質が流出してしまったからか，太

平洋プレートとフィリピン海プレートの沈み込みの状況が変わり，グリーンタフ域の

リフトは拡大に”fail”（“失敗”）し，またフォッサマグナのリフトも，伊豆－小笠原

“棒”の衝突によってオラーコジンに変わった．（以下略） 

 このように，アジア大陸東縁の部分で大陸地殻が，地下深部から上がってきた高温物質

が上昇し，ちょうど餅が熱すると表面が持ち上がって割れるように，日本海の原型ができ

たのです．そして大きく割れる際に，3 方向（大陸が割れる際には必ず 3 方向といわれて

います）に割れうち 2 方向が日本海に，残りの 1 方向が日本列島を横断する形で分け入っ

たということです．すなわち，フォッサマグナの原型はオラーコジンということです．こ

れらの大きな変動は，日本海側でおこりました． 

一方，太平洋側では，新しい海底が生まれていました．それが四国海盆です．四国海盆

は南北に向いた九州－パラオ海嶺が，東西に分離することで生まれました．そして日本列

島と四国海盆の間にあったプレート境界（海溝）で，横ずれを起こしていました．ところ

が約 3,000 万年前頃，四国海盆の東側で太平洋プレートが沈み込むことによって，古伊豆

小笠原弧（火山列島）が誕生しました．その古伊豆小笠原弧の北端近くにあったのが，現

在の丹沢山地－御坂山地－巨摩山地を形づくる御坂火山島です． 
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【御坂火山島時代】（北部フォッサマグナのステージ 1 に相当）御坂山地 

1200 万年前までの時代に，現在の伊豆小笠原弧の火山島，あるいはその周辺海域で火山

物質が堆積しました. 御坂山地の主部をつくる西八代層群（＝御坂層群）は，最大の厚さ

が 8000m に達し，水野・片田（1958）によれば，西八代層群の地史は，①玄武岩・安山

岩質火成活動の時代，②泥岩の生成と玄武岩・石英安山岩質火成活動の時代，③石英安山

岩質火成活動と粗粒砕屑岩類（砂岩など）の生成の時代，④その後の時代，とされていま

す.とくに③の時期以降は「地域全体の地背斜的隆起」とされ，下部の地層（南西部）を取

り囲むように地層配列をし，東に向かって若い地層が露出しています.このような火山島は

御坂火山島だけではなく，櫛形山や丹沢山地でも同様な火山島群をなしていたと考えられ

ます． 

 

【南部フォッサマグナ衝突時代】（北部フォッサマグナのステージ 2・3 に相当） 

1,200 万年前，あるいは 1,500 万年前以前に，巨摩山地－御坂山地－丹沢山地の南部フォ

ッサマグナが本州弧に衝突しました.その衝突の境界は，藤野木―愛川線となります. 

その後，100 万年前に伊豆（半島）地塊が巨摩山地－御坂山地－丹沢山地の地帯の南側に

衝突しました. 

【甲府花崗岩マグマ貫入時代（約 1200 万年前）】（北部フォッサマグナのステージ 2・3 に

相当） 

甲府花崗岩体は 17－7Ma に，丹沢山地のトーナル岩（花崗岩の一種）は 4－16Ma に貫

入した岩体といわれています（田村，2011）.巨摩山地－御坂－丹沢地塊（南部フォッサマ

グナ）の地塊が本州弧に，12Ma あるいは 15Ma 以前に衝突したことを考慮すると，甲府

花崗岩体の生成はフィリピン海プレート上の伊豆小笠原弧の中部地殻（古第三紀にできた

深成岩）が，衝突時に溶け再活動して若返ったものと結論付けられています（田村，

2011）. 

 

【甲府盆地時代】（北部フォッサマグナのステージ 4 に相当） 

更新世中期（チバニアン期）といわれる 78 万～13 万年前には，南アルプス，関東山

地，御坂山地で囲まれた甲府盆地は湖沼であったと考えられています（福地，2019）.曽根

丘陵の活断層帯は約 1 万年前以降に活発化しました.またこのような甲府盆地の形成に一役

を買ったのが盆地周囲の火山群です． 

太平洋プレートの火山前線（海溝でのプレートの沈み込み，そしてマグマの発生・上

昇，火山の形成の過程で生じる火山群のうち，最も海溝寄りの火山の並び）を形づくる活

火山の八ヶ岳連峰の赤岳，茅ヶ岳（黒富士），富士山が噴火しています．  

茅が岳は黒富士山とも呼ばれ，その噴火活動時期の詳細は不明です．黒富士火砕流の研

究から，黒富士は約 100 万～50 万年前に活動したとされています.八ヶ岳連峰は南北に連
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なる八ヶ岳火山からなり，中央部の夏沢峠（長野県）を境に北八ヶ岳と南八ヶ岳に分けら

れています．また噴火活動の時期で古八ヶ岳期と新八ヶ岳期の 2 つのステージに分けられ

ています．北八ヶ岳には横岳，南八ヶ岳にはその山頂が山梨県と長野県との県境をなす赤

岳があります．古八ヶ岳期は約 1.3Ma に活動が始まり，新八ヶ岳期は約 20 万年前に始ま

りました． 

また八ヶ岳新期の火山噴出物の研究から，噴火口の大部分が八ヶ岳火山列中央部付近であ

り，最新の 29,000 年前の火山噴出は八ヶ岳火山列最北部の横岳付近からであることが明ら

かになっています． 

富士山の美しい姿は，数々の噴火の火山灰や溶岩によって覆われた成層火山です．それ

は以下のようになります；先小御岳（せんこみたけ）火山，小御岳（こみたけ）火山，古

富士火山，新富士火山．この中で先小御岳が最古であり，数十万年前の更新世にできた火

山です．古富士は 80,000 年前頃から 15,000 年前頃まで噴火を続け，噴出した火山灰が降

り積もることで，標高 3,000 m 弱まで成長しました． 

 

このように，フォッサマグナの地質構造発達は大変複雑です．まとめると，南部フォッ

サマグナは付加体衝突地帯で特徴づけられます．一方，北部フォッサマグナは日本海の形

成史を記録していることになります．藤岡（2018）は 北部フォッサマグナが「その場で

in situ（イン・シトユーといいます）」で形成されたものであるのに対して，南部フォッサ

マグナは「ほかの場所から」移動してきたものであるという表現をしています．南部フォ

ッサマグナの火山性堆積物は，現在の伊豆・小笠原の火山島付近に見られる堆積物とほぼ

同じです．これがはるか南から海を北上して，南部フォッサマグナの位置まで運ばれてき

たのです． 

藤岡（2018）は，さらに，オラーコジンの南東方延長として，太平洋プレート，フィリ

ピン海プレート，そして北米プレートが会合する，房総沖のプレートを呑み込む海溝三重

点につなげました．藤岡（2018）は，日本海のオラーコジンと房総沖の海溝三重点を連結

したことにより，1,500 万年以降にフォッサマグナが形成されたと推定しています．そし

てフォッサマグナを「世界に例をみない大地形」と称しています．詳しい話は省略します

が，100 万年以降，東北日本には強い東西圧縮が起こり，その結果，フォッサマグナでは

南アルプスの赤石山脈が隆起し，さらに北アルプスや中央アルプスが形成されたのです． 

したがって，約 20 万年前頃に形成された八ヶ岳火山ですが，その前方に聳える甲斐駒

ヶ岳を含む南アルプスの隆起の開始は，さらに古く約 100 万年前頃まで遡ります． 
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フォッサマグナができるまで 

 17～15Ma(オラーコジンの出現) 

藤岡（2018）より 

       

      

   

   

      

       

         
      

   

 

フォッサマグナができるまで 

15～12Ma(伊豆・小笠原弧の衝突) 

藤岡（2018）より 
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山梨県酒造仕込み水の水質と地質との関係 

酒仕込み水は，降水から地表水へ，そして地下水流動型として地下水へ，そして湧水あ

るいは井戸水として採水されます．地下水流動型としての地下水は岩盤中を流下すること

があり，その結果岩石と地下水との間で，溶存や沈殿などの化学成分の移動が発生しま

す．すなわち，降水域あるいは涵養域の地質岩石が，少なからず水質に影響を与えること

が考えられます．化学成分の移動の場合，滞留時間が重要な因子となります．滞留時間が

短ければ，溶存や沈殿する間もなく，流れ去ります．逆に長ければ，十分化学成分を溶か

しこむことができるからです． 

 

日本酒の醸造に関して，ボーメール（2022）は酒蔵の立地基準として，①寒い冬 ②管

理技術・技術力・資金力 ③きれいな水があることをあげています．本報告では，「きれ

いな水」，すなわち「清水
せいすい

」に注目します．山梨県の地形地質は，この清水を生み出す条

件に適合していると言えます．それを地形と地質の観点で，解説します． 

【地形】 

山梨県の地形を一言でいうと「甲府盆地とそれを取り囲む高地」ということになりま

す．その地質学的意味合いについては，前章で説明しました． 

それでは，標高 500ｍよりも低い盆地から周囲の高地の山々との比高差はどれくらいあ

るでしょうか．1,500m 以上の高低差があることがわかります．そして甲府盆地は釜無川

水系と笛吹川水系から，水を集水しています．特に釜無川南側の南アルプス側から駒ケ岳

 

甲府盆地周辺の３D 地質図（日本シームレス地質図より作成） 
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（2,960ｍ），鳳凰山（2,841ｍ）から，釜無川北側の八ヶ岳連山（赤岳 2,899ｍ）－茅が岳

（1,704ｍ）から，水源を有しています．笛吹川は奥秩父山塊の最高峰北奥千丈岳

（2,601m）－甲武信ヶ岳（2,475m）－大菩薩嶺（2,057ｍ）に囲まれた流域に水源をもっ

ています．一方甲府盆地の南側には東西の御坂山地（最高峰は黒岳 1,793m）が，西側に

は南北の巨摩山地（最高峰は櫛形山２,052m）が聳えています．両山地の間を釜無川と笛

吹川と合流して，富士川が南流しています．山梨県には富士川流域の他に，富士山麓水系

（山中湖を除く富士五湖を中心とした閉塞域），富士山伏流水系（山中湖や忍野八海）に

水源を有する桂川水系，笠取山（1,953m）を水源とする多摩川水系と呼ばれる流域があり

ます．また富士川は身延で，南アルプス主稜をなす仙丈ケ岳（3,032m）や間ノ岳

（3,189m）に水源をもつ早川と合流します． 

甲府盆地は 13 の扇状地からできています（中山・高木，1987）．面積順に並べると，大

きい方から，13 の扇状地は釜無川，御勅使
み だ い

，金川，笛吹川，大武川，浅川，日川，荒川，

戸川，御手洗，重川，相川，尾白川の各扇状地になり，これらの扇状地の全面積は甲府盆

地のおおよそ半分（全面積 375 ㎞ 2）を占めます．その中で御勅使扇状地は巨摩山地から

流出する御勅使川の扇状地となります．また浅川や金川扇状地は御坂山地から流出する浅

川や金川の扇状地になります． 

このような山々に囲まれた地形は，湧水に関してどのような影響を及ぼすでしょうか．

それを考える前に，山梨県の降水に関して触れておきましょう． 

山梨県は，年間降水量が 1,200 ㎜前後といわれ，全国の平均約 1,700 ㎜から比べるとか

なり少なくなります（ある報告では少ない都道府県の 3 位）．それではなぜ少ないのでし

ょうか．それは地形的な要因があります．年間降水量が少ない理由に，山梨県内の地形が

2,000m 級の山々に囲まれている内陸にあることから，台風，低気圧，前線などの影響を

受けにくいといわれています．実際，年間降水量分布図と標高分布図を比較するとその傾

向が読み取れます．山梨県南部（甲府盆地の南側）は 1,500～2,000 ㎜/年以上の降水量が

ありますが，甲府盆地以北では 1,500 ㎜/年以下となります． 
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それでは，なぜ「清水の宝

庫」となるのでしょうか．その

理由は特徴的な地形にありま

す．少ない降水量ですが，甲府

盆地周辺の地形が“漏斗
ろ う と

”のよう

になって，広い地域の降水（少

ない雨量）を中央に集水する地

形となっていることです．しか

も盆地底と高山の比高差は

2,000m 以上になります．したが

って，降水量が少なくとも効率

的に集水することができます． 

これらの降水は地上の河川水と

なりますが，かなりの部分は地

下水流動となります．地下水流

動は岩石や堆積

物を影響を受け

ながら流下し，

「豊富な清水」

になります． 

 

 

【地質】本報告

書では，甲府盆

地の平地とそれ

を取り巻く高地

の枠組みで，豊

富な清水である

山梨県の酒仕込

みを，地質に注

目して明らかに

してゆきます． 

“漏斗状”の周

囲の高地をつく

る岩石は，甲府

 

 （久田作成） 
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花崗岩体，巨摩山地－御坂山地の御坂層群，南八ヶ岳－茅が岳火山となります． 

甲府花崗岩体の特徴は花崗岩の風化が進み，マサになっていることです（マサとは花崗

岩類が分解して粒子状になったもの）．今回の調査では，甲斐駒ヶ岳北東方の日向山

（1,660m）で調査を行い，著しい風化を受けマサ化している様子を観察しました．日向山

は，甲府花崗岩体の一部である甲斐駒岩体の北部に位置します．甲斐駒ヶ岳岩体は粗粒の

角閃石・黒雲母花崗閃緑岩からできています（佐藤ほか，1989）．日向山の頂上付近は

「天空の渚」と呼ばれるように，白砂青松を思わせる白い砂，マサが拡がっています．マ

サ化した部分の厚さは不明ですが，日向山－甲斐駒ヶ岳周辺が構造土に覆われている（日

本第四紀学会

編，1987）こと

から推定する

と，マサ化した

部分はかなりの

厚さにおよぶも

のと推定されま

す（数十～数百

ｍ）．構造土と

は周氷河現象の

一種で，凍結融

解の繰り返しに

よって地面に形

成される微地形

です．したがっ

て，新鮮な堅固

な花崗岩であっ

ても微小な破断

が生じ，表層か

らの地中深部ま

で水分の浸透が

進行し，水和な

どによる風化層

が厚くなってい

たものと推定さ

れます．また千

木良（2002）

は，以下のよう
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に述べています． 

マサでは，MgO と P2O5 とともに明らかに CaO，Na2O が減少する．CaO と Na2O は

50％以上失われている．H2O（＋）は 2 倍から 3 倍に増加している．マサも，コアス

トン＊の消失した部分になると，CaO，Na2O は 100％失われてしまう．このことは，

斜長石が消失することと対応している．   

【＊コアストンとは風化から残った球状花崗岩岩塊】 

これは地下水がマサが喪失した成分を獲得したことを意味します．すなわち，ほとんど

無成分の降水が岩盤中を浸透流下する過程で，岩石を構成する鉱物が溶解したのです．こ

れはマサ中の斜長石が成分形成に重要な役割を果たしていることが示唆されます． 

 

山梨県には古い方から黒富士・茅ヶ岳火山，南八ヶ岳火山，さらには活火山である富士

山があります．ここでは茅が岳火山－南八ヶ岳を解説します． 

黒富士・茅ケ岳火山は 100－220 万年前にかけて噴出した火山で，その大半を占めるデ

イサイトは，軽石流を含む主に火砕流堆積物として扁平な火山体を形成します．黒富士火

山の西腹には安山岩が噴出し，小型の成層火山である茅ケ岳火山を形成しています．この

ように黒富士火山はデイサイト溶岩や火砕流堆積物，また茅が岳火山は安山岩溶岩や火砕

流堆積物で形成されていることから，八ヶ岳地下水系とは若干異なる可能性があります． 

南八ヶ岳の古期は 130 万から 25 万年前まで，新期は 20 万から 2 万 3 千年前まで続きま

す．南八ヶ岳は主に安山岩のほか玄武岩を噴出しました．山麓には広大な扇状地性の高位

段丘が発達します（尾崎ほか，2002）．この堆積物は山麓砂礫層と呼ばれ，砂礫層の厚さ

は最大 20m，礫の粒径は 5～30cm 大が多く，ときに 1m をこえます．基地は砂質ときに

スコリヤ質・“ローム”質で，一般に無層理・無淘汰ですが，ときには大まかな層理が発達

しています（河内，1977）．八ヶ岳火山は気象庁により活火山に指定されています．大

石・鈴木（2004）によれば，最近約 20 万年間の新八ヶ岳期に少なくとも 5 回のプリニー

式噴火（大規模噴火のことでカルデラが形成される）が約 1 万年から 10 万 5 千年の間隔

で発生したことが明らかになっています． 

古期の南八ヶ岳火山の権現岳の南では中期更新世に日本最大規模といわれる巨大な崩壊

を起こし，最大層厚 200m 以上，最大流走距離 40km 以上，約 9km3 の韮崎岩屑なだれ堆

積物を八ヶ岳南方から甲府盆地南縁までもたらしています（尾崎ほか，2002）．堆積物は

主に安山岩質の溶岩岩塊や凝灰角礫岩，火山角礫岩からなる岩塊相と溶岩岩片のほか基盤

岩の礫や河川礫を含み泥流状の見かけを呈する淘汰の悪い基質相からできています（尾崎

ほか，2002）．このような岩屑なだれ堆積物や山麓に広がる扇状地性の高位段丘堆積物は

透水率が高いことから地下水系の水みちとして利用されることになります． 

 

御坂層群（西八代層群とも呼ばれています）は，丹沢山地，御坂山地，巨摩山地に広く

分布する地層群です．本層群は比較的固結度が高くなり，透水性が悪くなります．御坂層
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群を構成する中新世の地層は以下のようになります（山梨県地質図編纂委員会，1970）． 

上位   河口累層 主として石英安山岩質凝灰岩および礫岩 

小沼累層 主として石英安山岩ないし凝灰岩 

高萩累層 主として玄武岩質の溶岩および火山角礫岩 

西八代累層 主として安山岩質火砕岩 

桃ノ木累層 泥岩 

下位   櫛形山累層 主として玄武岩－安山岩等の溶岩および凝灰角礫岩 

 

このように多様な岩石種から構成されます．石英安山岩，安山岩，玄武岩におよび，礫

岩，砂岩，泥岩，火山砕屑岩であり，しかも比較的固結度が高くなります．ただし，露頭

観察によれば，節理，小断層の発達が顕著になります．どの程度透水性があるか不明です

が，地下深部まで及ぶことは考えにくく，滞留時間が短くなることが考えられます． 

 

以上を総括すると，透水性は，花崗閃緑岩や花崗岩，御坂層群，南八ヶ岳－茅が岳，マ

サの順に，高くなります．山梨県の水は降水後短時間で岩盤浅層を流下し，比較的帯水時

間の短いのが特徴といえるでしょう． 

 

  

（日本シームレス地質図より作成） 
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現地調査は，２０２２年１１月～１２月および２０２３年１０月～１１月の２回に分け

て行いました． 

２０２２年１１月～１２月の調査では，調査エリアに分布する湧水箇所をいくつか訪

れ，各地域の主な湧水や酒蔵の仕込み水を採取し，地質と水の特徴を探りました． 

また，県内５か所の酒蔵を訪問し，その土地の風土・文化や酒づくりの歴史（特に資源と

しての水を生かした酒造り）についてお話しを伺い，合わせて仕込み水を提供いただき分

析を行いました． 

２０２３年１０月～１１月の調査では，山梨の地形を特徴づけている甲府盆地および南部

フォッサマグナの地形と縄文文化の痕跡を辿り，また，いくつかの酒蔵で詳細な水質調査

を行いました． 

本調査では，採水した水試料について，イオン濃度，微量元素，安定同位体など詳細な

分析をおこないましたが，本報告書では水質の特徴を把握するため，トリリニアダイアグ

ラムとシュティフダイアグラムを作成して，各地点の説明を行っています． 

なお，各酒蔵および周辺地域にて実施した水質調査・分析や考察内容につきましては，

本報告では現時点で考察できる範囲の記載にとどめています．詳細な水質分析データや考

察内容につきましては，別途,公開できる範囲で, 研究論文等の形で発表する可能性があ

ることを予めご了承ください． 

 

調査エリア 

本調査では，山梨県内に分布している地質の特徴と酒蔵の分布に合わせて，以下のよう

に地質エリアを設定しました． 

① 西南日本外帯の付加体地域 

② 伊豆半島衝突に伴う堆積岩露出地域 

③ 南部フォッサマグナの深成岩（花崗岩類）露出地域 

④ 南部フォッサマグナの火山岩露出地域 

地質エリアと上記のフォッサマグナ形成史の関係は下表のとおりです． 
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調査エリアのフォッサマグナ形成史と主な露出地域 

 

 

水系と地質エリア・酒蔵 

酒の仕込み水を語るとき，一般的には「水系（河川水の流域）」で分類しますが，同じ

水系の水でも場所によってその水質は異なります。 

山梨県の水系と地質分布 

特に，地下水はその涵養域（水源）や流動域がどこで，そこがどのような環境であるか

を知ることがその水の特徴を知るためには重要です（水道水でもその水源がどこであるか

によって水質の特徴が変わります）。 

つまり，井戸や湧水などの水が多く使われる日本酒仕込み水では，その水質を語るには

                         

     
    

      の           の     

    
    

        
～        

 伊豆  衝突       出  

       
    

     マグマ    
～  フォッサマグナ衝突  

   フォッサマグナの          出  

    笠 
   
   

         フォッサマグマの    出  
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水系よりも水源や涵養域の地質で語った方がより説得力のある言葉となります。 

したがって，今回の調査では水系ごとではなく，先に設定した調査エリアごとに調査結

果を報告することとします。 

各水系と、今回の調査を行った地質エリアおよび酒蔵との関係は下表の通りです。 

水系と地質エリア・酒蔵の対比 

 

① 西南日本外帯の付加体地域 

山梨県内には南アルプスおよび関東山地に「相模湖付加体時代以前」の地層が見られま

すが，これらの地層は四万十帯と呼ばれています．四万十帯付加体は，主に白亜紀～古第

三紀の時期に堆積した地層で，主に互層となった砂岩泥岩や礫岩などの堆積岩が多く分布

しています． 

                         

ー                  の                   

    
     
 の   
     

            フォッサマグマの    出           

                      の     
～   フォッサマグナの          出 
 

         

               フォッサマグナの          出         
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今回は，南アルプスの雨畑・早川流域と関東山地の笹一酒造を訪れ，調査・分析を行い

ました（下図参照）． 

 

南アルプス・早川支流および雨畑ダム付近 

山梨県早川町は，山梨県の南西，静岡県との県境に位置し，平地はほとんどなく「日本

一人口が少ない町」として知られています． 

ここを南北に流れる早川に沿って，糸魚川－静岡構造線（フォッサマグナの西端）が通

っており，その露頭（AE新倉 E

あ ら く ら

A断層）は国天然記念物に指定されています．この糸魚川静岡

－構造線の西側が「①西南日本外帯の付加体地域」となり，東側は「②伊豆半島衝突に伴

新倉断層の説明版 新倉断層露頭 

水採取地点とトリリニアダイアグラム 

1:  支  

2:   支  

3:     

0 100% 0 100% 

0 

100% 

100% 

0 100% 0 

100% 

100% 

0 0 
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う堆積岩露出地域」になります．露頭でも，東側と西側で岩質が異なるのが観察できま

す． 

ここでは，早川支流および雨畑ダム付近の川で水採取を行い，水質測定を行いました． 

 

地点１，2 とも Ca-HCO3 型を示しており，相対的に硫酸イオン（SO42–）濃度の割合が

高くなっています．また，上記２地点の水質は調査地点の中でも溶存成分量が多く，都市

部のように人為的な影響（排水や農耕などの影響）を受けていない地域としては，他の河

川水と比較しても濃度が高い特徴を有します． 

早川支流（地点 1） 雨畑ダム付近の川（地点 2） 

南アルプスで採取した水のシュティフダイアグラム 

1 

2 
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上流側の温泉水の影響の可能性を考えましたが，流域沿いにある西山温泉の温泉成分とは

異なるため，直接的な流入の影響は少ないと予想されます．おそらく，地質の影響を受け

ているものと考えられます． 

関東山地と御坂山地の境界 

甲州街道を大月から甲府方面に向かっていくと，笹子峠の手前に笹子宿があります．こ

の笹子宿は白野宿・阿弥陀海道宿・黒野田宿という３つの宿場の合宿で，難所であった笹

子峠越えの旅人をもてなすための文化が発達していました． 

この街道沿いから笹子峠までは関東山地の四万十帯付加体が分布していますが，周辺の

山々は甲府岩体の花崗岩類や御坂山塊が分布しています．そのため，この付近を流れる地

下水がどのような地質の影響を受けたのかを知るには，周辺の水分析を行って，水源や涵

養域の推定が重要です． 

笹一酒造 

本調査では、この関東山地と御坂山地の境界付近にある笹一酒造株式会社に訪問し，仕

込み水を提供いただくとともに，代表取締役社長 天野様にお話を伺いました． 

笹一酒造株式会社は 1661 年（寛文元年）創業．この地は昔から綺麗な水で有名であ

り，そこを選んでここに蔵が作られたとのことです．甲州街道の宿場町で江戸に近いた

め，江戸城のお茶会に水を運んでいたなど，昔から江戸（東京）や中央との繋がりが強か

ったため，地域の産業育成にも積極的に取り組まれました． 

1953 年より自社ブドウ畑から作られたブドウでワイン製造を始め，新酒まつりでは，

「日本酒とワインの両方が飲める唯一のイベント」として，ジビエ・中華・フレンチなど

にあう酒を提供しています． 

笹一酒造 酒遊館 

 

笹一酒造 井戸の裏にある山 
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仕込み水の水源は 35～40m の深井戸です．今回提供いただいた仕込み水の水質測定で

は，Ca-HCO3 型で，この地域は関東山地と御坂地塊の境界付近に位置しており，様々な地

質が分布していることから，涵養域の特定は重要です． 

今回の調査では，御坂山塊と甲府花崗岩体の境界付近に涵養された豊富な地下水が、適

度なミネラル分を含んでおいしい水となって仕込み水として利用されていることが明らか

になりました．  

 

②伊豆半島衝突に伴う堆積岩露出地域 

新第三紀中新世とよばれる時代（約 1600～1000 万年前）に，西部にある巨摩地塊（櫛

形山地塊），東部にある御坂地塊の順に衝突してできたのが御坂層群で，主として緑色凝

灰岩類からなっています．峡南地域に分布する富士川層群は，続く新生代新第三紀中新世

から鮮新世にかけて堆積した泥岩・砂岩・礫岩を中心とした地層です． 

今回は，御坂地塊の三つ峠と西湖北岸，巨摩地塊の新倉，また富士川町の萬屋醸造店を

訪れ，調査・分析を行いました（下図参照）． 

御坂地塊・三つ峠山山麓 

AE三つ峠 E

み つ と う げ

A山は，山梨県都留市，西桂町，富士河口湖町の境界にある標高 1,785m の山で，

山麓と山頂部は礫岩などの堆積岩が，中腹では火成岩が見られます．これらは，新第三紀

水採取地点とトリリニアダイアグラム 

1:      

2:        

3:新倉湧  

4:三つ峠 湧  

5:三つ峠渓   上     

6:三つ峠渓   下    

0 100% 0 100% 

0 

100% 

100% 

0 100% 0 

100% 

100% 

0 0 



36 

 

中新世頃の海底の火山や堆積物が，プレートの衝突によって陸化した地層です． 

この三つ峠の３か所で水の採取を行い（地点 4,5,6），水質測定を行いました． 

 この 3 地点の水はいずれも Ca-HCO3 型ですが，湧水の溶存成分は他の 2 つの河川水

と比べてやや多く，またδ18O（酸素安定同位体比）やδ2H（水素安定同位体比）は若干

低い値を示すことから，河川の水そのものではなく，地中の浅い部分を流動してきた水で

あると思われます．また，V（バナジウム）や P（リン）が低いため，富士山起源の水で

はないことは明瞭です． 

 

また，西湖北岸には御坂山塊の火成岩類が分布しています．この西湖に注ぐ河川での水

採取を行い，水質測定を行いました． 

三つ峠で採取した水のシュティフダイアグラム 

4 

5 

6 
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 この河川水は Ca-HCO3 型の水質組成で，V（バナジウム）や P（リン）濃度が低く，

富士山系の水では無いことが明らかで，御坂山地の水であると考えられます． 

 

三つ峠山麓（地点 5） 三つ峠山麓（地点 4） 

西湖北岸（地点 2） 三つ峠山麓（地点 6） 

西湖北岸で採取した水のシュティフダイアグラム 

2 
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巨摩地塊・新倉湧水東側 

この AE新倉 E

あ ら く ら

A湧水は，南アルプス概査で訪れた新倉断層見学用の駐車場のすぐ近くにあり

ます．糸魚川－静岡構造線の東側にあり，周辺の地層は新第三紀中新世の火成岩類と見ら

れます． 

構造線がすぐ近くを通っているため，ここで採取した水がどの地層を通ってきたものか

については定かではありませんが，採取して水質測定を行ってみました． 

新倉湧水は Ca-SO4 型を示しており，南アルプスの早川や雨畑で採取した水と同様，相

対的に硫酸イオン（SO42-）濃度の割合が高くなっています． 

 

萬屋醸造店 

富士川と笛吹川の合流地点付近にある株式会社萬屋醸造店に訪問し，仕込み水を提供い

ただくとともに，取締役社長 玉川様にお話を伺いました． 

株式会社萬屋醸造店は 1790 年（寛政 2 年）創業．この地は「富士川舟運」で栄えた宿

新倉湧水で採取した水のシュティフダイアグラム 

新倉湧水の案内看板 新倉湧水（地点 3） 

3 
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場町で，元々は味噌，醤油などの醸造業を営んでいましたが，そこで提供するための酒造

りも行っていたとのことです． 

舟運によって栄えたこの地は風土，文化の交流の場でもありました．「春鶯囀」という

ブランドは，六代目当主と交流があった与謝野晶子がこの蔵で詠んだ短歌にちなんで名付

けられたということです．また，酒蔵ギャラリー六斎を始めとした敷地内の建物等も全て

が明治時代に建てられたものばかりで，当時の風情を今に伝えています． 

風土，文化の交流は様々な食文化の交流でもあり，食べながらじわりじわりと良いお酒だ

と感動してもらえるような食中酒にこだわりたいとの酒造りへの想いをお話しいただきま

した． 

仕込み水は，富士川町の上水道を使用していますが，富士川町の上水道は，蔵から歩い

て 10 分ほどの４か所の深井戸から取水したものを上水道として配水しています． 

一般的なイメージとして，水道＝美味しくない，地下水＝おいしい，と思われがちです

が，同一地域で水源が地下水である場合は水道水の水質は地下水とほぼ同じため，水道水

でも十分美味しい（よい水）と考えてよいでしょう．つまり，この場合，水道でも地下水

でもお酒づくりには差は殆どないと考えられます． 

こうした意味で，水道を使っていても，水源が地下水（または湧水）の場合は地下水や

湧水を使っているのと同じなのですが，これは実際の地下水の溶存物質量と比較すること

で証明することができます． 

酒米は県産 100％で 90％は地元産を使用しているとのことで，この水の起源がどこなの

か真実を知りたいとのことでした． 

萬屋醸造店 酒造ギャラリー六斎 
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提供いただいた仕込み水の水質組成は Ca-HCO3 型で溶存成分量が多くなっています．

扇状地の地下水のため，地質由来の成分が多く溶存しているものと考えられます． 

③南部フォッサマグナの深成岩（花崗岩類）露出地域 

新第三紀にプレートの沈み込みに伴い貫入した深成岩は，県中央部から北部にかけての

甲府岩体と西部の甲斐駒ヶ岳岩体として露出しています． 

今回は，甲府岩体にある峠の湧水と甲斐駒ヶ岳岩体の駒ヶ岳神社および尾白川，また北

杜市の山梨銘醸を訪れ，調査・分析を行いました． 

 

甲府岩体・峠の湧水 

塩山から国道 411 号を青梅方面に向かって裂石温泉辺りまで入ったあたりには，甲府岩

体の花崗岩類が分布しています．この裂石という地名は付近の旧道脇の萩原口留番所跡に

ある“裂石”と呼ばれる巨石に由来します．この裂石は巨石が真ん中から割れた形状をして

いるもので，その不思議な形から信仰の対象となってきました． 

このように平面的に割れる特徴は花崗岩質の岩石の特徴で，このように丸みを帯びたコ

アストーンの真ん中から刃物で切ったように直線的に割れ目が入った巨石は全国各地の花

崗岩地帯で見られます． 

今回は，この裂石の近くにある峠の湧水で水の採取を行い，水質測定を行いました． 

水採取地点とトリリニアダイアグラム 

1:峠の湧  

2:尾白  

3:   神社 湧  

4:     

0 100% 0 100% 

0 

100% 

100% 

0 100% 0 

100% 

100% 

0 0 
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峠の湧水の Ca-HCO3 型の水質組成で，湧水としては比較的溶存成分量が多く，ある程

度の滞留時間を有する水であると考えられます． 

 

 

甲斐駒ヶ岳岩体・駒ヶ岳神社および尾白川 

甲斐駒ヶ岳の東斜面には甲斐駒ヶ岳岩体の花崗岩類が分布しています．この斜面を尾白

川が流れており，河原には白っぽい巨岩がたくさん転がっています． 

甲斐駒ヶ岳は，全国に数ある駒ヶ岳の中でも最も高い山（2967ｍ)で，古くから駒ケ岳

講と呼ばれる山岳信仰が盛んで，山中には様々な石碑や石仏が建っています．駒ヶ岳神社

峠の湧水で採取した水のシュティフダイアグラム 

峠の湧水 水汲み場 峠の湧水 採水の様子 

1 
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は，この駒ヶ岳講信者がその山麓に建立した神社です． 

今回は，尾白川の河川水と駒ヶ岳神社の湧水を採取し，水質測定を行いました． 

 

２地点とも Ca-HCO3 型の水質組成を示しています．白州地域の水は Ca-HCO3 型の水質

組成を示しており，尾白川に比べ湧水のほうが溶存成分はやや多いですが，他の湧水と比

尾白川および甲斐駒ヶ岳で採取した水のシュティフダイアグラム 

尾白川 駒ヶ岳神社の湧水の水汲み場 

2 

3 
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較すると駒ヶ岳神社の湧水の濃度は低いため，滞留時間の短い湧水であると考えられま

す． 

天空のビーチ 日向山 

日向山は甲斐駒ヶ岳の北方に位置する標高 1,660ｍの山ですが，ここも甲斐駒ヶ岳岩体

の花崗岩からなっています．この山頂の西にある雁ケ原では、まるで海岸のような砂丘が

一面に広がっており，眼下にはフォッサマグナの地溝帯を挟んで八ヶ岳などの山容の眺望

が広がります．背後には甲斐駒ヶ岳の山容がせまっており，山頂付近とは思えない光景に

目を奪われることでしょう． 

花崗岩は風化すると砂（真砂）になりますが，尾白川流域の地下水には，このような風

化花崗岩を通った適度なミネラル分を含んだ水が涵養されています． 

ハイキングとしては多少きついのですが，白州・尾白川は名水百選にも選定されており，

日帰りで行けるコースとなっていますので一度は訪れてみたい場所です． 

 

山梨銘醸 

山梨銘醸株式会社に訪問し，仕込み水を提供いただくとともに専務取締役兼醸造責任者 

北原様にお話を伺いました． 

山梨銘醸は，元々は長野県の高遠で酒造りをしていたが，7 代目が分家として，1835 年

にこの地に酒蔵を建てたとのことです．この地を選んだ理由としては，水に惚れ込んだこ

とと，辺りが宿場町で人が行き交う街道沿いであったためということで，酒造りも「白州

 

 
日向山からみた八ヶ岳 
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の水」を体現する酒造りを心がけておられます． 

「水の質感をどれだけ表現できるか」ということを追求するために，様々な試みをされ

ており，同じ原料（米・酵母）を使っても水が違うと同じものはできないことを体現され

ています． 

釜無川流域でも甲斐駒側と八ヶ岳側では水が違う（甲斐駒側はやわらか，八ヶ岳側はシ

ャープ）ため，水を中心として捉え，酵母と水の関係を知ることで，地域ごとに違うお酒

が出来るのではないかということです．水を硬度ではなく，バランスで見ているともおっ

しゃっていました． 

仕込み水は蔵敷地内にある 10m ほどの浅井戸をポンプで汲み上げて使用しています．

深く掘ると鉄分が多くなるとのことです． 

提供いただいた仕込み水の水質測定では，Ca-HCO3 型の水質組成で Na+の割合も高く

なっています．概査にて測定した尾白川や駒ヶ岳神社の水質とはやや異なるため，尾白川

の水が直接浸透している訳ではないと考えられます． 

深度 10 m の井戸のため，山の湧水が地下に浸透して地質より成分が寄与されていると

考えられます．また，δ18O やδ2H は駒ヶ岳神社の湧水と概ね同じ値を示しているため，

涵養域（涵養標高）は同じような場所，あるいは駒ヶ岳神社の湧水よりも山梨銘醸の地下

水のほうが涵養標高は若干低いと想定されます． 

 

 

  

山梨銘醸 仕込み水を試飲できる 
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④南部フォッサマグマの火山岩露出地域 

八ヶ岳，茅ヶ岳，富士山は，北北西－南南東に並んで火山前線（火山フロント）を形成

しています．これらの山々の山麓には幾重もの噴火の後である溶岩や火山砕屑物，火山泥

流などが堆積しており，複雑な地下水の流動域が形成されています． 

また，甲府盆地内の堆積物は，甲府盆地の沈降と周辺山地の隆起という相対的な地盤の

運動が激しかったためか，砂礫層が優勢で粘土層が少ないという特徴があり，ここで暮ら

すのは水との闘いでした．治水技術の発達により耕作面積を増やしたり，気候に合った産

物を生産するなどの努力のもと，人々の暮らしが成り立ってきたのです． 

今回は，八ヶ岳山麓の湧水群と富士山溶岩流の間から湧き出る湧水を採取，また北杜市

の谷櫻酒造と，富士河口湖町の井出醸造店を訪れ，調査・分析を行いました（下図参

照）． 

また，日本遺産「星降る中部高地の縄文世界」の各遺跡や資料館を訪れ、縄文人の営み

とフォッサマグナの風景を体感してきました。 

 

八ヶ岳・茅ヶ岳山麓 

八ヶ岳山南麓にはいくつもの湧水が見られますが，三分一湧水の近くにある「三分一湧

水館」では八ヶ岳南麓の湧水の仕組み（地下水の流動の様子）や湧水利用の歴史などを分

水採取地点とトリリニアダイアグラム 

1:延命  観音平  

2:三分 湧  

3:大滝神社 

4,5:     

6:わさび園 湧  

7: 出   湧  

0 100% 0 100% 

0 

100% 

100% 

0 100% 0 

100% 

100% 

0 0 
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かりやすく展示しています．まずはここに立ち寄って知識を得てから湧水巡りをすると，

より楽しめるでしょう． 

今回は，数ある湧水のうち，標高の異なる延命水，三分一湧水，大滝湧水（大滝神社）

を訪れ，水を採取し水質測定を行いました． 

この八ヶ岳を涵養域とする 3 か所の湧水の水質組成はいずれも Ca-HCO3 型ですが，溶

存成分量にはやや違いが認められます． 

標高の高い延命水の濃度は低く，標高の低い三分一湧水や大滝神社の濃度は高くなって

いますので，これは滞留時間と関係していると言えます． 

最も標高の高い延命水（地点 1）は溶存成分量が少ないため，涵養域から湧出地点まで

の距離が短く，また滞留時間が短いと考えられます．δ18O やδ2H は 3 地点で概ね同じ値

八ヶ岳南麓で採取した水のシュティフダイアグラム 

1 

2 

3 
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を示していることから，地下水流動系や湧出地点の標高は異なりますが，これらの水の涵

養域（涵養標高）は概ね同じ標高であると考えられます． 

 

三分一湧水（地点 2） 三分一湧水の水を採取 

延命水（地点 1） 延命水 

大滝神社 大滝湧水（地点 3） 
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日本遺産「星降る中部高地の縄文世界」 

八ヶ岳山麓やその周辺は，縄文中期（約 5000 年前頃）は日本列島でも一番の人口密集

地でした． 

多くの縄文遺跡が発見され，縄文人の生活・交流・文化の遺産が多く発見されています．

特に，この地域で特徴的にみられる「有孔鍔付土器」は，酒造に使用されたのではないか

という説もあり，さらなる研究が望まれます．  

 

谷櫻酒造・八巻酒造 

このエリアにある酒蔵の谷櫻酒造有限会社および株式会社八巻酒造店にて仕込み水を提

供頂きました。また、谷櫻酒造有限会社に訪問し，専務取締役 小宮山様にお話を伺いま

した． 

谷櫻酒造は 1848（嘉永元年）にこの地で，氏神様へのお供えや地元の人・周りの人で飲

谷櫻酒造（地点 4,5） 谷櫻酒造 昔の屋号は古銭屋 

  

金生遺跡から望む甲斐駒ヶ岳 有孔鍔付土器（県立考古博物館） 
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むお酒を造る御神酒酒屋として創業されました． 

この地は甲斐源氏の祖と言われる源清光の居城，谷戸城や鎮守の AE逸見 E

へ み

A神社が近くにあ

り，昔から集落の中心で「町屋」と呼ばれています．八ヶ岳山麓斜面に階段状に開拓され

た水田の風景が特徴的で，八ヶ岳山麓の雄大な風景を望むことができる地です．主力ブラ

ンドの谷櫻のラベルにも八ヶ岳のイラストを使用しており，八ヶ岳山麓の地酒であること

をアピールしています．また，社長が元フレンチコックであることもあり，洋食にも合わ

せられるようなやや辛口でしっかりとしたお酒を目指しており，海外の方にも評価されて

いるとのことです． 

仕込み水には，深井戸（30m，取水深度 18m）の水を使用しています．以前は水道（水

源は大湧水の水）を使用していましたが，最近井戸に戻したとのことです． 

この辺りの水は，井戸・水道も若干の苦渋があるのが特徴だがなぜかは解らないとのこ

とです． 

今回は，井戸（地下水）と水道の両方の水を提供いただきました． 

地下水は Na-HCO3 型の水質組成を示し，滞留時間の長い水の特徴を有します．一方，

水道水（水源は大湧水）は Ca-HCO3 型で，八ヶ岳の他の湧水（延命水，三分一湧水，大

滝湧水）と類似した水質組成となっており，地下水（仕込み水）とは異なる水質です． 

一方，両者ともに P（リン）濃度が 100 μg/L 以上と高いのが特徴的です（P 濃度の高

い理由は現時点では不明です）． 

  

 

谷戸城跡 逸見神社に奉納された酒 
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富士山溶岩流 

約 9000 年前の富士山の噴火では，その溶岩流は桂川の谷を埋めて大月市の猿橋まで達

しました．桂川の谷には，富士山の幾度もの噴火で流れた溶岩や噴出物が幾重も堆積した

地層が見られます． 

今回は，都留市夏狩のわさび園近くにある崖から染み出る湧水を採取し，水質測定を行

いました． 

わさび園の湧水は Ca-HCO3 型の水質組成を示しています．V（バナジウム）や P（リ

ン）の濃度が高く，富士山を涵養域とする湧水や地下水の特徴を有しています．上流域に

位置する忍野村や富士河口湖町などの湧水と比べると溶存成分量が高いため，より滞留時

間が長い水であると予想されます． 

 

 

わさび園付近の湧水（地点 6） 採水のようす 

わさび園付近の富士山溶岩流下の湧水で採取した水のシュティフダイアグラム 

6 
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井出醸造店 

井出醸造店に訪問し，仕込み水の提供をいただくとともに，代表 井出與五右衞門様に

お話を伺いました． 

井出醸造店は 1700 年頃（江戸中期）に設立．醤油や味噌を製造していたが，幕末の頃

になって米が運ばれるようになったことに加え，皇女和宮下向がきっかけで他の所では醤

油とともに日本酒をつくっていることを知り，日本酒の製造を始めたとのことです． 

この地は古代官道御坂道の川口駅が設置され，また船津口登山道は富士登山道の拠点の

ひとつでもあることから，昔から人の往来が多い場所であったとのことです．また，高冷

地であることから，冬場の雑菌がない寒冷下で清潔な環境と農閑期の労働力を生かして酒

造りを行ってきたとのことです． 

仕込み水には，昭和 40 年代までは 12m ほどの浅井戸を使用していましたが，昭和 50

年に水道水に変更（水源は町が管理する井戸）したとのことです． 

提供いただいた水もバナジウムが多く含まれており，富士山由来の水であることがわかり

ます． 

提供いただいた仕込み水の水質組成は Ca-HCO3 型で，Na+や Mg2+の割合もやや高くな

っています．P（リン）や V（バナジウム）の濃度が高く，河口湖町で採取している湧水

や地下水の水質とほぼ同じです．富士河口湖町の水道水源は全て地下水（井戸水）です

が，水源井は複数あり場所によって特徴が異なるため，井出醸造店さんが利用している水

道の元となっている水源井の情報をたどる必要があります． 

井出醸造店（地点 7） 酒蔵売り場 酒望子 


